
プロティノスの
「認識する諸存在とそのかなたのものとについて」V-3-(49)

1
いったい自
己を直知す
るものは

ーー自己の内
のどれか一つ
で、その他を観
照して、この意
味において自己
を直知すると言
われうるために
はーー

多様なもの
でなければ
ならないの
だろうか

つまり、完全
に単一であ
るものは、
自己のほう
へ向き直っ
て自己を覚
知すること
ができない
というわけで
あろうか

5�それとも、
複合物でな
いものでも、
自己の直知
を得ること
が可能なの
だろうか

というのは、複
合物であるがゆ
えに、自己の一
つによってその
他を直知すると
いう仕方で、自
己を直知するの
だと言われるも
のは

ーーそれはたと
えば、感覚によ
ってわれわれが
自分の姿や、肉
体のその他の
性状を把握する
ようなものであ
るがーー

本当の意味
で自己を直
知すること
はできない
であろうから

モニタプログラ
ムは、自己をモ
ニタすることは
ない。なぜな
ら、自身が持つ
プロセスコード
は、他を観察
し、比較するこ
とにより効果を
持つからである

9 なぜな
ら、そのよう
にして把握
されたもの
の内には、
全体が認識
されてはい
ないだろう
から

10�自分と
ともにあるそ
の他の諸部
分を認識す
るまさにか
の部分が、
自分自身を
も直知した
のではない
からである

11�またそこで得ら
れるのは、求められ
ていたもの、つまり
<自己が自己を（知
る）>ことではなく
て、<或るものが別
のものを（知る）>こ
とであるだろうから

12�だから、単
一なものも自己
を覚知するのだ
と定めねばなら
ない

そして、この
ことがどの
ようにして
（行なわれう
る）かを、で
きれば考察
すべきであ
る

さもなければ、
何ものかは真に
自己が自己を
直治するという
この見解を放棄
すべきである

15�しかし、
この見解を
放棄するこ
とは、多くの
不条理がそ
れに伴うの
で、全く不
可能である

というのは、たとえ
われわれが魂には
このことを全く不条
理なこととみなして
認めないとしても、
しかし英知という本
性に対してすらこれ
を認めないことは、
絶対に不条理であ
ろう

18�英知は
その他のも
のの認識を
もっている
のに、自己
の認識と知
識を所有し
ないのだと
すればであ
る

20�というのは、
一方、外部にあ
るものは、英知
ではなく感覚
が、なおまた君
がお望みならば
ディアノイア（理
性）とドクサ（臆
見）が、それらを
把握する

21�なお、英
知がそれら
について認
識をもつか
どうかは、考
察を要する
事柄である

23�他方し
かし、直知
されうる限り
のものは、
むろん英知
がそれらを
認識するだ
ろうから

24�さてそこ
で、いったい
英知はそれ
らのみを、そ
れともそれ
らを認識す
るであろう
自己自身を
も認識する
のだろうか

25�また、英知
が自己を認識
するその内容
は、自分がそれ
らを認識すると
いうことだけで、
自分がその時
何者であるのか
は認識しないの
だろうか

26�そして、自
分に属するもの
が認識している
ということは認
識するだろう
が、自分自身が
何者であって認
識するのかは、
もはや認識しな
いのだろうか

28�いやそれと
も、英知は自分
に属するものも
自分自身をも認
識するのだろう
か

また、その様態
はどのようなも
ので、どの程度
のものなのかを
も、考察しなけ
ればならない

2
しかし、その前に魂
について、これに自
己認識を認めるべ
きかどうか、またこ
れの内で認識する
ものは何であり、ど
のようにして認識す
るのかを調べてみ
なければならない

さて、まず魂の
感覚する（能
力）は、外部の
もののみを対象
とするのだ、と
われわれは即
座に断言するだ
ろう

5�というのは、
たとえ魂が肉体
内部で起きてい
ることを知覚す
るとしても、この
ばあいでもその
把握はそれ自
身の外部のもの
を対象としてい
るのだから

6�なぜなら、肉
体の内の情態
をそれがそれ自
身によって、感
覚するだけなの
だから

9�次に、魂の内
で推理するもの
は、感覚から貯
えられた表象内
容を用いて判定
を下したり、結
合したり、分解
したりする

10�あるいはまた、
それは、英知から到
来するものについて
も、いわばそれらの
<印象>を観察し
て、これらの印象に
ついても同じ機能を
行使するのである

12�そのうえさらに
それは、新しい、た
った今やってきた印
象を、すでに以前か
ら自分の内にある
印象に突き合わせ、
それをいわば再認
することによって、
再度の理解を得る
だろう

13�そしてこれ
を、魂の行なう
想起であるとわ
れわれは言うこ
ともできるであ
ろう

15�さて<魂の
英知>の能力は
ここまでで終わ
るのか、それと
もさらにこの英
知は、自己のほ
うを振り返って
自己を認識する
のだろうか

16�それとも、こ
れは英知に帰せ
られるべきだろ
うか

16�というの
は、もしわれ
われがじこ
認識をこの
部分に認め
るならば

ーーそのば
あいわれわ
れはこれを
英知と呼ぶ
ことになる
だろうがー
ー

これが上方
の英知とど
こでちがう
のかを調べ
なければな
らないだろう

18�またもしわ
れわれがそれを
認めないのであ
れば、議論の歩
みを先へ進め
て、かの英知に
まで行かねばな
らないだろう

20�そして、そこ
での<自分が自
分を（認識する）
>とはどういうこ
とであるかを考
察しなければな
らないだろう

21�だが、もしわれわれ
が、ここのこの下方の
英知において認めるの
であれば、（上方の英
知と下方の英知の）自
己直知にどのような差
異があるのかをわれわ
れは考察すべきだろう

23�なぜなら、
どのような差異
もないのであれ
ば、すでにこれ
がアクラトス（純
粋無雑の英知）
であるだろうか
ら

さてそれでは、
魂のこの理性的
部分は、果たし
てこれ自身も自
分のほうを振り
向くのだろうか

24�いや、そうで
なくて、それは
両方向から受け
取った印象の理
解に達するだけ
なのである

25�では、ど
のようにして
理解に達す
るのかを、
まず調べな
ければなら
ない

3
さて感覚
は、ひとりの
人間を見る
と、その印
象を理性に
伝える

では後
者（理
性）は何
と言うだ
ろうか

いや、ま
だ何も
言わな
いだろう

認めて、
じっとし
ている
だけで
ある

ただし、もし
かしたら、理
性は自分を
相手にこう
討論するか
も知れない

「これは
だれだ
ったか
な」と

ーーもし
この人
間に以
前に会
ったこと
があれ
ば

そして、
記憶を
援用し
ながら、
「これは
ソクラテ
スだ」と
言うだろ
う

5�また、そ
れがさらに
姿を繰り広
げて吟味す
るばあいに
は、表象が
与えたもの
を細分して
いるだけで
ある

自己自身
を理解可
能かという
命題から
離れる

6�しかしそれがこの人
間は善人かどうかを言
うばあいには、感覚を通
して知った事柄に基づ
いてそう言ったのだが、
それらの事柄の上に立
ってそれが言ったことそ
のものは、これはもはや
自分から得て持ってい
るものであろう

理性は
善の基
準を自
分のもと
に持って
いるの
だから

9�どうし
てそれ
が善を
自分の
もとに持
っている
のだろう
か

10�それ
は、理性
が善に
類するも
のであ
るからだ

自己のもつ基
準との比較の
結果が自己理
解であるとす
れば、基準そ
のものに価値
を与えることが
理解とはなら
ないであろう

それで、こ
のようなも
のの知覚に
関して、理
性は力を授
けられてい
るのだ

英知が
理性を
照らして
いるの
だから

というのも、
これこそ魂
の純粋な部
分であっ
て、英知の
痕跡をその
上に受けて
いるのだか
ら

13�しかし、
まさにこれこ
そが英知で
あり、感覚す
る（部分）か
ら始まるそ
の他が魂で
ある、と考え
てはなぜい
けないのか

15�それは、
魂は推理で
きるもので
なければな
らないから
だ

そして、これ
らは全て，推
理する能力
の仕事なの
だ

17�しかし、
なぜわれわ
れはこの部
分（理性）に
自己直知を
認めて、お
しまいにしな
いのか

それはわれわれが、こ
の部分に対しては外部
のものを考察し、多様
な仕事をする機能を与
えたが、他方英知に
は、自己に属するものと
自己の内にあるものだ
けを考察する仕事が属
するのが至当だと考え
たからだ

20 しかしもしだれかが、「この
部分がもう一つ別の能力によっ
て自分に属するものを考察する
のだと考えてはどうしていけな
いのか」と問うならば、その人
が求めているのは、もはや理性
的なものでも推理するものでも
なくて、純粋な英知を彼は取り
上げているのである

だが、魂の
内に純粋な
英知がある
ことを何が
妨げるのか

23�「何も」
とわれわれ
は答えるだ
ろう

しかし、それ
をなお<魂
の（部分）>
と言わねば
ならないだ
ろうか

否、それを
われわれは
魂の（英知）
とは言わな
いで、われ
われの英知
と言うだろう

24�それは
理性的な部
分とは別の
もので、もっ
と上方に位
置するのだ
が、それで
もわれわれ
の（もの）で
ある

われわれは
それを他悪
しいの諸部
分の内に数
えはしない
けれども

26�いやむ
しろ、それは
われわれの
（もの）であ
って、われ
われの（も
の）でない
のだ

だからこそ、
われわれは
それを援用
することも、
援用しない
こともあるの
だ

理性を
いつも
（用いる
けれど
も）

27�そしてそれ（英
知）は、われわれが
それを用いている
時にはわれわれの
（もの）で、われわれ
が援用しない時に
はわれわれの（も
の）でないのだ

30�では、そ
の<援用す
る>とはどう
いうことなの
だ

われわれ自
身がそれに
なり、われ
われが彼と
して語ると
いうことか

32�いやむ
しろ、彼にし
たがって（わ
れわれが語
るの）だ

われわれが
英知である
わけではな
いのだから

33�つまり、最初
に（英知の指示
を）受け入れる
推理的部分によ
ってという仕方
で、われわれは
英知にしたがっ
ているわけだ

というのは、
（感覚のば
あいでも）感
覚能力を解
してわれわ
れが感覚す
るのである

感覚す
るもの
（感覚能
力）はわ
れわれ
ではな
いのだ
が

34�では、わ
れわれが思
考するばあ
いもそうな
のか

また同様
に、直知す
るばあいも、
英知を介し
てわれわれ
がそうする
のか

35�いや、推
論するのは
まさにわれ
われ自身で
ある

また、まさに
われわれ自
身が理性の
内にあるノ
エーマタ（直
知内容）を
直知するの
だ

36�というの
も、これこそ
が<われわ
れ>なのだ
から

そして、英
知の働きの
産物は上方
からやってく
る

ちょうど感覚
からのもの
が下方から
来るように

37�そして<
われわれ>
とは、魂のこ
の主要部分
である

38�すなわち、
劣った力と優れ
た力、つまり劣
っているのは感
覚で、優れてい
るのは英知であ
るが、この二重
の力の中間のも
のである

40�しかし
一方、感覚
は常にわれ
われの（働
き）だと承認
されている
ように思え
るが

ーーその理
由は、われ
われは常に
感覚してい
るからだー
ー

他方、英知
については
異論が生じ
ている

41�そのわけ
は、一つには、
われわれが英
知を常には用い
ていないからだ
し、また一つに
は、英知は分離
された（超越し
た）ものだから
である

44�そして、其れが
分離されたものであ
るのは、それ自身は
傾かないで、逆にわ
れわれのほうが上
方を眺めながら、か
の者（英知）のほう
へ傾くのだからであ
る

45�感覚はわれ
われにとって使
者であるが、か
の者はわれわ
れに対しては王
な（『ピレボス』
28c）のである

4
だがわれわれも
また、かの者に
したがっている
時には、王者で
ある

ただし、<かの
者にしたがって
>ということに二
通りある

一つは、われわれの内部に一
種の法文として書き込まれた、
いわば文字のようなものに則っ
て、という意味であるが、他は、
われわれが彼にいわば満たさ
れているという意味、あるいは
現前しているのをわれわれが
観て知覚することができる、と
いう意味である

5�そして、われわれが自己を認識
するのは、このような観物（つまり英
知）の力を借りて、その他のものを
学ぶことによってであるか、さもな
ければ、このようなものを認識する
力（英知の力）にしたがってまさにこ
の力そのものによって学ぶこと、あ
るいはさらに、われわれ自身がかの
もの（英知）となることによってであ
る

9�ということは、自
己を認識する者に
二通りあるというこ
とで、一つは、魂の
理性の本性を認識
する者であり、他
は、この者よりも上
位のものである

10�つまり自
己が英知と
なることによ
って、英知
によって自
己を認識す
る者である

11�そして、かの者によ
って自己を認識すると
いうことは、人がもはや
人間としてではなく、全
く別のものとなり、自己
を上方へ引きさらって行
く、ただし魂のよりよい
部分だけを引っ張って
行く、という仕方で行な
われる

13�というのは、この
部分だけが、直治
することへの翼を生
やすことができるか
らであり、また人が
かの所で見たもの
を、ここで保存する
ためである

15�では
理性的
部分は、
いったい
知らない
のか

自分が理性的部分であること、また自分が
外部のものを理解するということ、また自
分が判断する事柄を自分が判断するのだ
ということ、またその判断は、英知から得て
自己の内に保有している基準に則って下さ
れるのだということを、また、自分よりも優
れた何ものかが存在していて、このものは
求めるのではなくて、多分絶対的に所有し
ているだろうということを

20 しかし、いったい
理性は、それがどの
ようなものであり、
それの行なう仕事
はどのようなものか
を知っているのに、
其れそのものが何
であるかは知らない
のであろうか

21�とすると理性は、「自分は英知
から出たものであり、英知の次の第
二の位置を占め、英知の似姿であ
り，全てのものをいわば書き込まれ
た文字として自分の内にもってお
り、他方書いている者、あるいはす
でに書いた者は、かの所にいるの
だ」とは語るとしても、この程度に
自己を認識した者は、この程度ま
でで停止するのだろうか

24�そしてわれ
われは、別の能
力を援用して、
英知そのものを
認識することに
よって、自己を
洞察するのだろ
うか

26�それとも、かの
者もわれわれのも
のであり、われわれ
もかの者に属する
のであるからには、
われわれはかの者
を分有することによ
って、英知をも自己
自身をも認識する
のだろうか

28�そうだ。もし果
たしてわれわれが、
英知において自己
が自己を（認識す
る）ということが、い
ったい何であるかを
知ろうとするのであ
れば、そのように考
えるほかはないの
だ

30�かくして、だれか或
る人が自己に属する他
の一切を放棄して、こ
れによってこれ（英知）
を眺める時、すなわち、
自己によって自己を眺
める時に、その人は彼
自身が英知となってい
るのである

だから、このば
あい彼は、英知
として自己自身
を見るわけであ
る

5
では、英知は自
己の或る部分
で自己の他の
部分を洞見する
のだろうか

しかしそうで
あれば、或
る部分は見
るものだ
が、別の部
分は見られ
るものであ
るだろう

そしてこれ
は、<自己
が自己を
（見ること）>
ではない

4�ではどうか。
もし英知全体が
いわば<ホモイ
オメレス（均質
的なもの）>であ
って、見る部分
が見られる部分
と少しもちがわ
ないのであれば

5�なぜなら、こ
のようであれ
ば、英知は自己
と同じである自
己のあの（見ら
れる）部分を見
て、自己を見た
ことになるだろ
うから

6�なぜな
ら、見るもの
が見られる
ものと少しも
ちがわない
のだから

7�いや、ま
ず第一に、
自己の分割
ということが
おかしいの
だ

いったい英
知は、どの
ようにして
分割するの
だろうか

8�というの
も、むろん
偶然に（分
割するの）
ではあるま
いから

また、分
割する
者はど
ちらなの
か

9�観照する
側へ自己を
置く者か、
それとも観
照される側
となる者か

10�それにま
た、観照者は観
照する側に自己
を置いているの
だから、観照さ
れるものの内に
自己を認識する
ことがどうして
できようか

11�なぜなら、<
観照する>は、
観照されるもの
の内にはなかっ
たのだから

あるいはこのような
仕方で自己を認識
する者は、観照する
者としての自己をで
はなく、せいぜい観
照されるものとして
の自己を直知する
だけだろう

したがって、
自己の善部
分をも全体
をも認識し
ないだろう

13�なぜな
ら、それが
見た対象
は、観照し
ている者と
してではな
く、観照され
ている者と
して見られ
たのだから

15�かくし
て、それは、
自己をでは
なく、他者を
見た者であ
るだろう

17�いや、それは<
観照した者>を（<
観照された者>に）
自分のもとから付加
することによって、
自分が自己を完全
に直知した者となる
ように努めるだろう

付加が
可能で
あろう
か？

18�さてそこで、この観
照作用の内には<観照
されたものたち>が含ま
れているとして、もし一
方それらがそれら自体
の印影にすぎないなら
ば、英知はそれらその
ものを所有しないことに
なるし、

他方もしそれらそのも
のを所有するのであれ
ば、自己を分割すること
によってそれらを見、そ
の意味でそれらを所有
するに至るのではなく
て、自己を分割する以
前に、見てもいるし、所
有してもいるのである

23�もしそうであ
れば、観照は観
照対象と同一
物であり、英知
は直知対象と同
一物でなければ
ならない

24�なぜな
ら、同一物
でないなら
ば、真理が
ないだろう

なぜなら、諸有
をもつ者が実は
諸有そのもので
はない印影をも
つことになるだ
ろうが、これは
真理ではないか
らである

25�なぜなら、
真理は他者に
かかわるもので
はなくて、それ
自身が、それが
語るものでもあ
るのでなければ
ならないから

27�かくして、英知と英
知の対象と有るものと
は一つであり、そしてこ
れは第一位の有るもの
で、しかもまた第一位
の英知で、これが諸々
の有るものを持ってい
る、いやむしろ諸有と同
じものなのである

29�しかし、直
知と直知される
ものとが一つで
あるとしても、ど
うしてそのため
に、直知するも
のが自己を直
知するだろうか

30�というのは、直知
が、直知されるものをい
わば抱きかかえている
としても、あるいは直知
されるものと同一のも
のであるとしても、英知
が自己を直知するとい
うことは、まだ明らかで
はないからである

33�いやし
かし、直知
と直知され
るものとが
同一物であ
るならば

ーーこのばあいには、直知されるものは
（常に直知し、常に直知されているか
ら）或る働きである。なぜなら、それは
能力ではないし、直知されていないも
のでもなく、生命を欠くものでもない。
しかもまた、それの<生きる>ことと<直
知する>ことは、生命でないもの、たと
えば石その他の何らかの無生物に外
から付与されたものでもないーー

直知される
ものは、第
一位の実有
でもあるだ
ろう

37�さてそこで、直
知されるものは働き
であり、また第一位
の働きであり、しか
も最も美しい働きで
あるとすれば、それ
はまさに直知であ
り、しかも実有とし
ての直知であるだ
ろう

38�なぜ
なら最も
真実の
直知で
あるから

39�さてこのような
直知は、第一の直
知であり、第一義的
に直知するので、第
一の英知であるだ
ろう

39�というのは、
この英知も可能
的に（英知で）あ
るのではない
し、それ自身と
それの直知とが
別々のものであ
るのでもない

41�なぜなら、
別々であれば、
（英知の）実体
的な部分はや
はり可能的にの
み（英知で）ある
ことになるだろ
うから

43�だから、そ
れ（英知）が現
実の働きであ
り、それの実体
が働きであるの
ならば、英知は
その働きと同一
のものであるだ
ろう

ところで、有るも
のと直知される
ものも、（英知
の）働きと一つ
のものである

これらす
べて

ーー英知、
直知、直知
されるもの
ーー

は同時
に一つ
のもの
である
だろう

45�だから、そ
れの直知が直
知されるもので
あり、直知され
るものがそれ自
身であるなら
ば、それ自身が
自己自身を直
治することにな
るだろう

なぜな
ら、それ
は直知

ーーこ
れは英
知自身
であった
ーー

によって
直知す
るのだ
ろうし、
また直
知される
もの

ーーこ
れも英
知自身
であった
ーー

を直知
するで
あろうか
ら

47�したがっ
てそれは、
両方どちら
かの点から
しても、自
己を直知す
るだろう

すなわち、
直知作用が
自己である
という点から
しても、直
知される対
象が自己で
あるという点
からしても
である

まさにこのも
のを英知
は、自己で
ある直知作
用によって
直知するわ
けである

6
かくしてこの論
は、本来の意味
において自己が
自己を直治する
ということが、実
際にあることで
あると証明した
ことになる

この自己直
知は、或る
意味では魂
にも起きる
が、英知に
おいて、より
本来の意味
で行なわれ
る

3�なぜなら、すでに言われたよ
うに、魂は他者に属する限りに
おいて自己を直知するのだが、
英知は自己自身である限りに
おいて、自己がどのようなもの
であり、何者であるかを、自己
の本性からして、そして自分の
ほうを振り向くことによって、直
知するから

5�なぜなら、英知は
諸々の有るものを見
ることによって自己
を見るのであり、し
かも現実の働きに
よって見ているので
あり、その働きが英
知自身であるのだ
から

7�なぜな
ら、英知と
直知（する
働き）とは一
つのものだ
から

そして英知
全体が全体
によって見
るのであっ
て、或る部
分によって
他の部分を
見るのでは
ないからで
ある

9�では果た
してこの論
は説得力を
もつような
事柄を提示
したのだろ
うか

10�いや、以
上の通りで
あることは
必然であっ
て、説得的
であるので
はない

というのも、
必然性は英
知の内に、
説得は魂の
内に（見られ
るの）だから

11�だからこそ
ーーと思えるの
だがーーわれわ
れは、純粋な英
知によって真実
を眺めることよ
りも、むしろ説得
されることを求
めるのである

14�というのは、
われわれが上
方に、すなわち
英知の内にいた
間は、われわれ
は満足し、直知
し、すべてのも
のを一つにまと
めて見ていた

15�なぜなら、そこ
で直知している者
は英知であって、自
己自身について語
っているのであり、
そして魂は英知の
活動に服従して静
かにしていたのだか
ら

16�ところが、わ
れわれがここ
へ、魂の内へ再
びもどって来た
後では、何らか
の説得をもつこ
とをわれわれは
求める

それはいわ
ば影像の内
に原型を見
よう、とわれ
われが望ん
でいるかの
ようである

19�そこでわれわれ
は、英知が自己自
身をいったいどのよ
うなふうに観照する
のかをわれわれの
魂に教えてやるの
がおそらくよいであ
ろう

20�そして教え
られねばならな
いのは、魂の内
の、或る意味で
ノエロン（英知
的）な部分であ
る

それをわれわれはディアノ
エーティコン（理性的）部分
と名づけ、この名称そのも
のによってこれが或る種の
英知であること、あるいはこ
れが英知を介して、つまり
英知から力を得ていること
を暗示しているのである

22�そこで、
この部分も
また次のこ
とばを認識
して当然で
ある

すなわち、自分
が見る限りのも
のを、自分自身
によって認識す
るのだというこ
と、そして自分
が語ることを自
分は知っている
のだということを

23�そして、仮
にもしこの部分
が自分の語るも
のそのものであ
ったならば、そ
の意味でこの部
分も自己を認識
しうるであろう

25�しかし、それら
（理性が見て語るも
の）は上方にあるの
で、いやむしろ、こ
れ自身もそこからや
って来た、あの上方
から来て、これに生
じたのだから、

そこで、これ（理性）自
身も（英知から出た）ロ
ゴス（条理）であり、自
分の近親者を迎えて、
それらをすでに自己の
内にある痕跡と照合し、
こういう仕方でのみ自
己を認識することが、こ
れ（理性）にも可能であ
るだろう

29�さて理
性はこの似
姿から真実
の英知へ目
を転じねば
ならない

後者は真正
の直知対
象、オントー
ス・オンタ
（真実に有
るもの）第一
位の有るも
のにほかな
らない

なぜなら、
一つには、
まさにこのよ
うなものが
自己の外部
へ逸脱する
ことは不可
能だからで
あり

ーーしたがって、［もし果た
して英知が自己の内にあ
り、自己とともにあり、自己
がそれであるもの、つまり
英知であるのならば、という
のも、むろん英知が非英知
的であることは決してない
だろうから］自己認識が英
知に伴うことは必然である
ーー

また一つには、
この者は自己の
内にあり、彼の
エルゴン（仕事）
とウーシアー（有
様）は、ただ単
に英知であるこ
と以外にはない
のだから

36�というの
も、無論こ
の者は行為
的ではない
のだから

36�なぜなら、行為的英知
であれば、外部へ目を向
け、自己の内にはとどまら
ないので、外部の事物につ
いてのある種の認識をもち
うるとしても、自己を認識す
ることの必然性は、［もしこ
の英知の全体が行為的で
あるとすれば］彼の内には
存在しないから

39�他
方、行
為をも
たない
英知は

ーー純粋な
英知には、
欠けている
ものへの欲
求すらも起
きないわけ
だからーー

このような者は
自己自身へ向く
のであって、こ
れが、彼の自己
認識を単に蓋然
的であるばかり
でなく、必然的
でもあることとし
て示している

というのも、
彼にとって
生きるという
ことが（自己
認識以外
の）何であり
うるだろうか

彼は行為を
離脱して英
知の内に没
入している
のだから

7
いや英知は
神（一者）を
観るのだ、
とわれわれ
は答えるこ
ともできる
だろう

しかし、英知が神を
認識することにだれ
かが同意するなら
ば、その人はその
理由からしてもやは
り、英知が自己を認
識することを認めざ
るをえないことにな
るだろう

3�なぜなら、そ
のばあい英知
は、自分が神か
ら得ている限り
のすべてのもの
をも、神が与え
たものをも、神
がなしうること
をも認識するだ
ろうから

4�そして、こ
れらを学
び、認識す
ることによっ
て、これによ
ってもまた
英知は自己
自身を認識
するであろう

5�なぜなら、英
知自身が与えら
れたものの一つ
である、いやむ
しろ、彼（英知）
こそ与えられた
すべてのもので
あるのだから

7�だから、もし
英知がかのもの
をも自己の諸能
力によって学ん
で認識するので
あれば、自己自
身をも認識する
だろう

9�英知はか
の者から生
まれ、自己
の諸々の力
をかの者か
ら得たので
あるから

10�しかし、
もし英知が
かの者を明
瞭には見る
ことができ
ないとすれ
ば

ーーというの
は、おそらく
この<見る>
それ自身が
見られる対
象であるの
だからーー

とりわけこの
理由でこ
そ、自己を
見、自己を
知る道が英
知に残され
ていることに
なるだろう

12�もしこの
<見る>こと
が、見られ
るものであ
ることそのこ
とにほかな
らないので
あれば

13�というの
も、われわ
れは英知
に、他の何
を（活動とし
て）帰するこ
とができよう
か

14�静
寂をだ、
ゼウスに
誓って

15�しかし、
英知にとっ
ての静寂と
は、英知か
らの離脱で
はない

英知の静寂
は、他のも
のには手を
出さないで
安らかにし
ている活動
なのである

16�というのは、
（英知以外の）
他のものにして
も、その他のも
のに手を出さな
いものには、自
己本来の活動
が残されている

とりわけ、自
己の<有る>
を可能的に
ではなく現
実的にもっ
ているもの
には、そうで
ある

18�とこ
ろで、<
有る>は
働きで
ある

そして、
この働き
が向か
う対象と
なるもの
は何も
ない

したがっ
て、英知
は自己
自身の
もとにと
どまって
いるの
だ

したがって、英
知は、自己を直
知していて、そ
ういうふうにして
自己の者とに有
り，自己に対して
働きを営むので
ある

20�というのは、
もし何かが英知
から生じるばあ
いでも、英知が
自己の内で自
己に対して（働
くこと）によって
生じるのである

22�なぜな
ら、英知は
まず自己の
内にあらね
ばならない

その後で他
者に働きを
及ぼす、あ
るいはむし
ろ英知から
それに似た
ものが出て
来るのであ
る

24�それはたとえば
火にしても、まず自
己自身の内にあっ
て、火であり、火の
働きを営み、そのよ
うにしてのみ自己の
痕跡を他者の内に
作り出すことができ
るの同様である

26�そのようにまた英知
も自己自身の内にとど
まる働きであるが、しか
し魂は、一方、それの
内で英知のほうを向い
た部分は、自分のいわ
ば内側へ向いている
が、他方英知の外にあ
る部分は、外側へ向い
ている

29�というのは、魂
は一面では自分が
そこからやって来た
ものに似ていても、
他面では似ていな
いのだが、それでも
この面でも（ある低
度は）似ているので
ある

30�魂が行
なうばあい
でも、作り出
すばあいで
も

31�なぜなら、魂は行為
している時にも観照して
いるし、制作している時
にも、形相を、（魂から）
いわば切り離された直
知作用のようなものとし
て、（素材の上に）作り
出しているのだから

魂の直知
作用が魂
と切り離さ
れた状態
で形相を
作りだす

33�かくし
て、あらゆる
ものが直知
と英知との
痕跡なので
ある

すべてのものが
原型に倣いなが
ら進出するのだ
が、近くで停止
したものはより
多く模倣し、末
端のものはおぼ
ろげな面影をと
どめているのみ
である

8
だが、英知は直
知される対象を
どのようなもの
として見、また
自己自身をどの
ようなものとし
て見るのか

いや、そもそも
直知されるもの
をまるで身体に
おける色や形の
ようなものとし
て求めてはなら
ないのだ

なぜなら、これ
らが存在する以
前に、すでにか
のものたち（直
知されるもの）
は存在している
のだから

5�また、これら
を作り出す種子
に内蔵されるロ
ゴス（原理）にし
ても、これらで
あるのではない

6�なぜなら、これら
も本性上は不可視
のものであり、まし
てかのものたちは、
さらにそうであるの
だから

V1,5,11-13 種
子のばあいにして
みても、貴重なの
はその水分ではな
くて、その目に見
えないところなの
である。それはつ
まり数であり、また
言論に表現された
形相なのである

7 そしてかのも
のたちと、（かの
ものたちを）もつ
ものたちとは、
同じ本性のもの
である

ちょうど種子内
の原理と、これ
らをもつ魂とが
同じ本性のもの
であるように

8�しかし魂
は、自分が
もっているも
のを見るこ
とはない

なぜなら、
魂自身がこ
れらを生み
出したので
もなく、魂も
また、原理
と同様に映
像であるの
だから

9�他方、魂がそこから
来たその元のもの（英
知）は、明瞭なもので、
真実のもので、第一義
的にあるものであり、だ
からこそまた、自己自
身の（もの）であり、自
己自身によってあるも
のなのである

12�他方、このもの
は、それが仮にもし
他者の（もの）となら
ず、他者の内に生じ
もしないならば、存
続することもないで
あろう

13�なぜなら、映像
にはーーそれは他
者に属するものであ
るのでーー他者の
内に生じることが似
つかわしいのであ
る。［ただし、それが
かのものに寄り掛か
っているばあいは別
であるが］

15�だからこ
そまた、映
像は十分な
光をもたな
いので、視
ないのであ
る

また視るば
あいにも、他
者の内で完
成されて、
自分をでは
なく、その他
者を視るの
である

16�いやし
かし、このよ
うなものは、
かの所には
一つもない

かの所では、そ
れにとって、見
られるものは見
る働きと同じよ
うなものであり、
見る働きは見ら
れるものと同じ
ようなものなの
である

18�では、そ
れ（見られる
もの、直知
界）がどん
なものであ
るかを告げ
るのは、何
者か

19�見るも
のだ。そし
て、見るの
は英知であ
る

というのは、
ここでも、見
る能力が光
であって、い
や、むしろ
光と一体化
して光を見
るのである

20�なぜな
ら、色を見る
のだから

しかしかの
所では、英
知は他者の
助けを借り
てではなく、
自分自身に
よって見る

21�というの
も、英知は
外部を見る
のではない
のだから

22�だから
英知は、或
る光で別の
光を見るの
だが、他者
の助けを借
りるわけで
はない

したがって、
光が他の光
を見るので
あり、したが
って自己が
自己を見る
わけだ

24�さてこの
光は、魂の
内で輝く時
に、照明す
る

すなわち英
知的なもの
とする

すなわち、
（魂を）上方
の光である
自己に似た
ものとする
のである

25�だから、君がこの光本
体を、魂の内に生じるそれ
の痕跡に類似のもので、し
かももっと美しく、さらに医
大で、もっと明瞭なものだと
信じるならば、英知と直知
されるものとの本性に君は
近づいていることになるだ
ろう

29�というの
は、これ（英
知の痕跡）
ですらもが、
光に照らさ
れると、魂に
より明瞭な
生命を与え
るのである
から

30�ただ
し、生殖
的な生
命をで
はない

なぜなら、それは
（生殖的生命とは）
反対に、魂を魂自
身へ向き直らせ、散
開することを許さ
ず、それの内の光
輝を喜ぶように仕向
けるのだから

34�しかしま
たそれは、
感覚的な生
命を与える
のでもない

なぜなら、後者は外
方を眺めて感覚す
るが、他方あの光ー
ー真実のものたち
のもつ光ーーを得
た人は、目に見える
ものをよりよく見る
わけではなく、むし
ろその反対である

36�したがって、
残るところ、魂
は英知的な生
命を、つまり英
知の生命の痕
跡を獲得するの
だということにな
る

というのも、
かの所にこ
そ、真実の
ものたちが
存在するの
だからであ
る

38�しかし英知自身
の内の生命と活動
は、第一義的な光
であり、第一次的に
は自己自身を照ら
し、自己自身のため
の燈火であって、照
らすと同時に照らさ
れるものであり、

真に直知されうるも
ので、直知していて
かつ直知されてお
り、自己自身によっ
て見られており、見
るために他者を必
要とせず、見ること
に関して自己充足
的である

41�なぜな
ら、それが
見るもの
は、それ自
身であるの
だから

42�また、わ
れわれによ
ってそれが
認識される
のも、それ
自身によっ
てなのであ
る

つまり、われ
われによる
それの認識
は、それに
よって生じ
るのである

43�さもなけ
れば、何に
よってわれ
われがそれ
について語
ることがで
きようか

45�そして、
それは次の
ような性質
のものであ
る

すなわち、
それはそれ
自身をより
精確に把握
できるのだ
が、われわ
れはそれを
介してそれ
をとらえるほ
かはない

46�なおま
た、われわ
れの魂は、
次のような
推論によっ
て、それへ
と導かれる
ことも可能
である

47�すなわち、魂が自
己をかのものの似姿で
あると規定し、魂の生は
かのものの写しであり、
類似物であり、そして魂
が直知する時に、魂は
神に似たもの、つまり英
知に似たものとなると
考えることによってであ
る

50�そして、もし
だれかが魂に、
「あの完全で全
体で第一義的
に自己を認識す
る英知とはどの
ようなものであ
るか」と尋ねる
ならば、

魂はまず自分で英知の
内へ入って行って、ある
いは英知のために場所
をあけて活動させて、そ
れあでは単に記憶して
いただけのものを今は
現に保持しているものと
して自己を示すことだ
ろう

54�したがって、
似姿である魂を
通して、人はか
のものをどうに
か見ることがで
きるわけだ

55�すなわち、
魂の或る部分
が英知に似るこ
とが可能な限り
で、英知にかな
り正確に自分を
似せた魂を通し
て

9
だから魂をーー
と思えるのだが
ーーそして特に
魂の最も神的な
部分を、英知と
は何であるかを
見ようとする人
は洞察しながれ
ばならないのだ

4�そしてこ
のことは、た
ぶん次の方
法によって
も実現する
だろう

5�すなわち、もし君がま
ず肉体を人間から、と
いうことは無論君自身
から剥ぎ捨てて、次にこ
れを作り上げる魂を、さ
らに感覚をも入念に、ま
た欲望や怒りやその他
この類いの下らぬもの
をもすっかり取り除くな
らば

ーーこれら
は、死すべ
き性のもの
へ、しかも
全面的に傾
斜している
のだからー
ー

魂の残りの部分
は、まさに英知
の似姿とわれわ
れが言ったもの
で、かのものの
光を何ほどか保
有しているもの
であるだろう

10�それはたと
えば、太陽の本
体である球の外
側で、これの周
囲でこれから発
して輝いている
光のようなもの
である

11�ところで太
陽のばあいに
は、その光が太
陽のまわりで、
それ自身だけで
存在するとは、
人は承認しない
だろう

12�なぜなら、光は太陽
から発進して、それのま
わりにもとどまっている
が、しかしいつでも或る
部分がそれの前の部分
から出て前進し、最後
にはわれわれの所へ、
そして地上にまで達す
るのだから

14�だから、この
光の全体が、太
陽のまわりにあ
るものも含め
て、他者の内に
あるのだ、と人
は考えるであろ
う

15�さもなけれ
ば、太陽の外の
間隔が、いかな
る物体をも欠い
た空虚であるこ
とを承認するこ
とになるからで
ある

17�他方しかし、この魂
は、英知からでる一種
の光として英知のまわ
りにいて、かのものに依
存しており、他のものの
内にはいないで、かのも
ののまわりにいるだけで
あり、場所すらももたな
い

18�なぜな
ら、かのもの
も場所をも
たないのだ
から

19�だから
太陽の光は
空気の内に
あるが、この
ような魂は
清らかで、
純粋にそれ
自身だけで

ーー自己自
身によって
も、他の同
じような魂
によってもー
ー

見られること
ができるほ
どである

21�そして魂は、英知
がどのおうなものである
かを自分自身を考察す
ることから出発して推
理しなげればならない
が、他方英知は、自分
について推理しないで、
自分で自分を（じかに
見る）

22�なぜなら、
英知はいつも自
分に臨んでいる
のだが、他方わ
れわれは、英知
のほうを向く時
にだけ（自分に
臨む）

24�というのは、
われわれの生
命は分割されて
いて多数の生
命であるが、か
のものは別にも
う一つの、ある
いは多数の生
命を全く必要と
しないのだから

かのものが
提供する
諸々の生命
は、自己に
ではなく、他
者に提供さ
れる

26�なぜなら、かのもの
は劣ったものを必要とし
ないし、すでに一切を
所有しているので、より
劣ったものを自分に差
し出したりはしないし、
痕跡を自分に提供する
こともない

27�なぜなら、
第一のものたち
を持っているの
だから

28�いやむ
しろ、持って
いるのでは
なくて、英
知自身が第
一のものた
ちである

29�しかしもし
だれかが、純粋
に直知するこの
ような魂をとら
えることができ
ないならば、思
いなす魂をつか
まえて、これか
ら上へ昇るがよ
い

31�また、こ
れをすらとら
えることが
できないの
であれば、
形相をもっ
と拡散した
姿で供する
感覚を

ーー諸能力をそ
なえた感覚作
用それ自体を
も、すでに形相
に到達した感覚
作用をもーー

とらえる
がよい

29�また、も
しだれかが
望むなら
ば、生殖す
る魂と、そr
が作り出す
ものにまで
降りて行く
がよい

34�そしてこ
こから、つま
り最後の形
相から出発
して、逆の
意味で最後
の、いやむし
ろ最初の形
相（英知）へ
昇るのだ

10
さて、この件
については
これまでとし
よう

ところで、作
られたもの
たちだけが
存在するの
であれば、
これらは最
後のもので
はなかった
ことだろう

2�だが、かの所
に作るものたち
が第一のものた
ちとして存在し
ており、だからこ
そまた第一のも
のたちと呼ばれ
てもいるのだ

3�とすると、そ
れは同時に作る
ものでもあり、
両者は一つで
なければならな
い

4�そうでな
いと、それ
は、さらに別
のものを必
要とするだ
ろう

しかしど
うなのか

5�このもの
も、それの
かなたのも
のをさらに
必要とする
のではない
か

いや英知が
かなたのも
のを必要と
するのだ

ではどうな
のだ。このも
のは自己を
見ないのか

いや、このも
のは見るこ
とを全然必
要としない
のだ。しかし
この点につ
いては後で

8�今はもう
一度われわ
れは語ろう
ではないか

ーーというの
も、この考
察の対象は
「並のもの
ではないの
だから」ーー

そこでもう
一度こう言
っておかね
ばならない

9�この英知は、自己を
見ることを必要とする、
いやむしろ<自己を見る
>ことを現に持っている
のだが、その理由は、
第一に、英知が多重の
ものであること、次に英
知は他者にかかわるこ
と、

11
だからこそこの多様な英知は、か
なたのものを直知しようと欲するば
あいに、なるほど一であるかのもの
そのものを（直視するの）だが、し
かし単一なるものへ参入することを
欲しながら、もどる時にはいつも別
のものを、つまり自分自身の内で
ふやされたものを携えているので
ある

そして必然的
に、見うるもの
であり、かの他
者を見うるもの
であること、そし
て英知の本質
がホラーシス
（見る働き）であ
ること、である

13�というのは、
見る働きは、存
在する他の何ら
かのものを対象
とするのでなけ
ればならない

14�もし存
在していな
いならば、
見る働きは
むだにある
わけだ

15�だから
英知は、見
る働きとし
てあるため
には、一より
多いもので
なければな
らない

さらに、この
見る働き
は、見られ
る対象と合
体していな
ければなら
ない

16�しかも
英知によっ
て見られる
ものは、一
切を含む多
でなければ
ならない

17�というのも、
完全な一は、働
きかける対象を
もたないで「単
独孤立」の状態
にあるので、全
く静止している
だろう

18�なぜな
ら、働く限
り、或るもの
と別のもの
とがあるわ
けだ

他方、或るもの
だけがあって別
のものがないな
らば、この或る
ものが何をそも
そもなすだろう
か

どこへ向
かって
歩み出
るだろう
か

20�それゆえ、働く
ものは他者に対して
働くか、それともそ
れ自身の内で働こ
うとするのであれ
ば、それ自身が何
か多重なるもので
なければならないわ
けだ

21�他方、もし
何ものかが他
者に向かって進
み行くことがな
いならば、この
ものは静止する
だろう

22�そして、もし
このものが全面
的な静止におい
て静止するので
あれば、このも
のは直知すらし
ないだろう

23�したがって、
直知するもの
は、直知する時
には、二の内に
あるのでなけれ
ばならない

そして、そ
れの外に他
者がある
か、それとも
それ自身の
内に両者が
あるにちが
いない

24�だから直知
はいつでも差異
性と、しかもま
た必然的に同
一性との内にあ
るのでなければ
ならない

25�したがって、
本来の意味で
直知されるもの
は、英知と同じ
ものでもあり、
異なるものでも
あるにちがいな
い

27�しかもま
た、直知さ
れるものの
それぞれ
が、この同
一性と差異
性とを担っ
ているので
ある

27�なぜなら、
いったい直知す
るものが、<或
るものと別のも
の>を含有しな
いような何を直
知しうるだろう
か

29�というの
も、それぞ
れはロゴス
（条理）であ
るとすれば、
多なるもの
である

30�したがって、
直知するものが
自己を会得する
のは、自己が多
彩な目であるこ
とによって、ある
いは多彩な色を
対象とすること
によってである

32�なぜなら、
もしそのものが
一つで不可分
のものに目を向
けるならば、い
かなる条理をも
見出さないであ
ろう

32�なぜなら、
そのものがこれ
（絶対的な一）
について何を言
うことが、あるい
は何を理解する
ことができよう
か

33�というのも、
仮にもし全く不
可分のものが自
己を定義しなけ
ればならぬとす
れば、その前に
まず、自分が何
でないかを言わ
ねばならない

34�したがっ
て、すでにこ
の理由から
しても、一で
あるために
は多でなけ
ればならな
いことになろ
う

35�次に、これが「私はこれこれ
のものである」と言うばあいに、
もし一方、自分とは異なるもの
を<これこれのもの>と言うので
あれば、偽ることになるだろう
し、他方もし自己に付随するも
のをこれだと言うのであれば、
自分は多であると言うことにな
るだろう

37�さもなけれ
ば、それは「エイ
ミ・エイミ（であ
るである）」と
か、「エゴー・エ
ゴー（私は私
は）」と言うほか
はないだろう

38�ではどう
だろう、もし
二つのもの
だけが存在
していて、
「私とこれ」
と言うならば

39�いや、そ
れでもすで
に多がある
ことは必然
である

39�なぜなら、異な
るものとして、また
どういうふうに異な
るかが、そしてすで
に（二という）数が、
またその他多くのも
のが、そこに語られ
ているのだから

41�かくして、直
知するものがと
らえるものは、
あれこれと異な
る部分を含むも
のでなければな
らない

41�そして
直知される
ものは、直
知で把握さ
れるものな
のだから、
多様でなけ
ればならな
い

42�さもない
と、それを
対象とする
直知はあり
えないだろ
う

43�むしろ、
いわば触覚
のような、語
ることも洞
見することも
しない、単に
じかに触れ
ることだけ
があるだろ
う

これは

−ー英知が
まだ生じて
いず、触れ
るものは直
知しないの
だからーー

先見的
な知で
ある

45�他方、
直知するも
のは、それ
自身も単一
であり続け
ることはでき
ない

45�特にそ
れが自己自
身を直知す
る時には、
なおさらそう
である

46�なぜな
ら、それは
自分で自分
を二分する
だろうから

47�たとえ
それが、沈
黙して理解
するとしても
である

48�次に、か
のものがい
わば余計な
ことをして
自己を探求
する必要は
ないだろう

48�なぜな
ら、かのもの
が直知する
ことによっ
て、いったい
何を学ぶだ
ろうか

49�なぜな
ら、直知す
る以前に、
かのものの
全内容がか
のもの自身
のもとに存
在している
だろうから

50�というの
も、認識も
一種の希求
であり、いわ
ば探し求め
ていた者が
発見するこ
とであるの
だから

52�それゆ
え、全くちが
うものは、自
己に対して
自己として
とどまってい
て、自己に
関して全然
何も探求し
ない

他方、自己
を繰り広げ
るものは、
多なるもの
でもあるだ
ろう

4�したがってそれ
は、英知としてでは
なく、まだ見ていな
い視力としてかのも
のへ突進したので
あり、そしてもどる
時には、それ自身
がふやしたものを持
っているわけである

6�した
がって、
その視
力が

ーー自分の
内に漠然と
在る表象を
もっていて
ーー

欲求したのは或るも
のだが、もどった時
に携えていたのはち
がったもの、つまり、
（視力が）自己の内
でかのものを多様
化したものなのであ
る

8 というの
も、その視
力は、見ら
れたものの
印象をもっ
ているだけ
なのだ

8 それ以外
の仕方では，
それは、自
分の内に入
ることを受
け付けなか
ったことであ
ろう

9�ところでこ
の印象は、
一が多に化
したもので
ある

10�そして
視力は、こ
のような仕
方で認識し
て、かのも
のを知った
のである

10�そして、
そのとき初
めてそれは
見ている視
力となった

11�これは
すでに英知
である、（あ
の印象を）も
った時に。そ
して、英知
としてそれ
をもったの
である

12�だが、
それ以前
は、それは
単にあこが
れであり、印
象を欠く視
力であった

14�さてこの意
味での英知が、
かのものに向か
って進んで行っ
たのだが、（か
のものの印象
を）得て英知と
なったのである

15�常に一者を
求めながら、直
知した時に、英
知とも実有とも
直知ともなった
のである

15�というのは、そ
れ以前には、それは
直知される対象をも
たないので、直知で
はなかったし、ま
た、まだ直治してい
ないので、英知でも
なかったのである

16�しかし、
これらの前
のものは、こ
れらのもの
の始原であ
る

16�ただし
内在する始
原という意
味ではない

17�なぜな
ら、それより
（アポ）（何
かが生じる）
ものは（その
何かに）内
在しないか
ら

17�内在す
るのは、そ
れから（エク
ス）（何かが
成り立つ）も
のである

18�そして、そ
れぞれのものが
それより生じる
ところのもの
は、それぞれの
ものではなく
て、あらゆるも
のと別のもので
ある

19�だから、そ
れはすべてのも
ののうちのどれ
か一つではなく
て、すべてのも
のの前の、した
がってまた英知
の前のものであ
る

20�というの
もさらに、す
べてのもの
は英知の内
にあるのだ
から

21�したがっ
て、この意
味でも、か
のものは英
知の前にあ
る

22�また、かの
ものの次のもの
が<すべてのも
の>という地位
を有するのであ
れば、この理由
でも、かのもの
はすべてのもの
の前にある

23�かくして、そ
れはそれらの前
にあるのに、そ
れらのうちのど
れか一つである
というはずは無
論ないのだ

24�だから、君
はかのものを英
知とは呼ばない
であろうし、同じ
理由で、善とも
呼ばないであろ
う

24�つまり、もし
<善>がすべて
のもののうちの
どれか一つを意
味するとすれ
ば、かのものは
これですらない
のだ

25�しかし、<善
>がすべてのも
のの前のものを
意味するなら
ば、かのものは
そう名づけられ
てよい

27 かくて英知は、多なるもの
であるがゆえに英知であり、ま
た直知する働きそのものも、な
るほど英知から発するのではあ
るが、いわば外から割り込んで
来て英知を多化するのだとす
れば、全く単一で、一切のもの
のうちで第一のものは、英知の
かなたにあるのでなければなら
ない

29�というのも、
もしかのものが
直知するなら
ば、英知のかな
たにあるのでは
なくて、英知で
あるだろう

30�だが、
英知である
ならば、か
のもの自身
も多である
だろう

12
しかし、かのも
のが、次のよう
な意味で多で
あることに

ーーかのも
のが一つの
実有として
とどまる限り
ーー

何のさし
つかえ
がある
か

すなわち、
その多は組
み立てられ
たものという
意味ではな
くて、かのも
のの諸々の
働きなのだ

4��いやしかし、もし一
方、かのものの働きが
実有でなくて、かのも
のは、能力から働きへ
移っていくのであれば、
なるほどかのもの自体
は多ではないが、しかし
働く以前には、その本
質において不完全なも
のであるだろう

7�またもし他方、か
のものの本質が働
きであり、そしてか
のものの働きが多
であるというのであ
れば、その多がどれ
だけ多いかに応じ
て、かのものの本質
もそれだけあること
になろう

8�そして、こ
のことをわ
れわれは英
知に対して
は認めるが

ーーこれに
対しては自
己直知をも
われわれは
承認したの
だからーー

しかしすべ
てのものの
始原に対し
ては、もは
や認めない
だろう

10�むしろ、
多の前に一
が存在しな
ければなら
ないのだ

10�多も
これより
生じる
のであ
る

11�なぜな
ら、あらゆる
数におい
て、一が第
一のものな
のだから

12�いやし
かし、なる
ほど数に関
しては、人
びとはその
ように言う

なぜなら、
次のものた
ちは（一か
ら）合成され
たものなの
だから

12�他方、有る
ものに関して
は、このばあい
にも何か一なる
ものがあって、
これより多なる
ものが生じると
いう、如何なる，
必然性があるか

13�いや、
（一が存在
しないなら
ば）多なるも
のは互いに
ばらばらに
離散してし
まうだろう

13�異なる
部分は異な
るところから
やって来
て、偶然に
結合してい
ることになる
だろうから

15�しかし、そ
れ自体は単一
なものである一
つの英知から、
諸々の働きが出
て来るのだ、と
人びとは言うだ
ろう

16�彼らは、
諸々の働き
の前にある
何が単一な
ものを、す
でに前提し
ている

16�そして
そのうえで、
それらの働
きをいつも
不変で、い
つも独立的
に存在して
いるものと
みなすのだ

18�ところが、そ
れらの働きは、
独立的存在で
あるならば、そ
れらがそこから
出て存在すると
ころの、かのも
のとは異なるも
のであるだろう

20�かのものは
単一のままであ
るが、かのもか
ら生じたもの
は、それ自体に
おいて多であ
り、かのものに
依存しているの
だから

22�というのは、もし
一方、かのものがど
こかから働きかける
ことによって、これら
の働きが成立した
のであれば、かのも
ののもとにも多があ
ることになるだろう

23�だがもし他方、
これら自身が第一
の働きであって第二
位の存在であると
すれば、それらは、
それらの働きの前に
あるかのものを、そ
れ自身のもとにとど
まるに委せるであろ
う

25�かのものも
第二位のものー
ーこれらの働き
から成り立つも
のーーが働きで
あることを許容
したのであるが

26�なぜなら、
かのもの自身が
働くのではない
から、かのもの
自身と、かのも
のより出る働き
とは、別別のも
のであるわけだ

27�そうでな
ければ、英
知が第一の
働きではな
いことになる
だろう

28�というのは、英
知が生じることを、
かのものがいわば
臨んだ、そしてそれ
から英知が生じた、
つまり、かのものと
生まれた英知との
中間に、望みが生じ
た、というわけでも
ないのだから

30�それに
また、そもそ
もかのもの
は、およそ
何ごとをも
望まなかっ
たのである

30�なぜなら、望ん
だのであれば、かの
ものは不完全であっ
ただろうし、またそ
の望みは、それが
望んだものを持って
いなかったわけであ
る

31�なおまた、
望みが或る物
の一部分を持っ
ていて、他の部
分を持っていな
かった、というこ
ともありえない

33�なぜなら、
そもそもこのよ
うな希求が向か
って行くべき何
ものも、まだ存
在していなかっ
たのだから

34�否、明らかに、
もし何かがかのもの
の後に成り立ったと
すれば、かのものが
依然として同じエー
トス（習性）の内にと
どまることによって、
それが成り立ったの
である

35�だから、何らか
の他のものが成り
立つためには、かの
ものは、それ自身の
もとに、あらゆる面
で静かに安らってい
なければならない

36�さもないと、かのもの
は、あるいは動きというもの
がある以前に動き、直知と
いうものがある以前に直知
することになるか、あるいは
かのものの最初の働きは、
単なる発動であるので、不
完全である（目的を遂げて
いない）かであるだろう

39�だが、いったい
そのような働きは、
何をめざして発動
するというのか、あ
たかも何かが不足
しているかのように

40�もしわれわれが
当を得た描写をす
るとすれば、かのも
のよりいわば流れ出
る働き、つまり英知
と直知される本性
全体を、われわれ
は太陽から出る光
にたとえるだろう

41�また、かのもの
自身は、直知される
ものの頂点に立っ
て、王としてそれを
支配するのだが、
外に現れ出る光を
自己から突き放して
しまうのではなく

ーーそうで
なければ、
光の前にも
う一つ別の
光をわれわ
れは作り出
すことになる
だろうからー
ー

自分も直知
されるもの
にとどまりな
がら、上方
から下方を
常に照らし
ているので
ある

45�というのは、かのものか
ら生じたものは、切り離され
ていないし、かといって、か
のものと同じものでもなく、
非実有のようなものでもな
く、またいわば盲者みたい
なものでもなくて、見る者
で、自己を認識する物であ
り、しかも第一位の認識者
である

49�他方かのもの
は、英知のかなたに
あるごとくに同様に
また認識のかなた
にあり、<何もの>を
も全然必要としない
ごとくに同様に認識
することをも必要と
しない

50�むしろ
認識は第二
位の本性に
属するので
ある

50�なぜなら、
認識することも
<一つの何か>
であるが、かの
ものは<何か>
を伴わない<一
>なのである

51�なぜな
ら、<一つの
何か>なら
ば、一自体
ではありえ
ないだろう

52�というの
は、<アウト
（自体）>は
<何か>より
も前にある
のだから

13
だからこそま
た、かのもの
は、真実には、
言い表されえい
ないものなのだ

なぜなら、
君が何と言
おうと、何か
として言う
だろうから

むしろ、<あらゆるも
ののかなたのもの、
そしてこのうえなく
荘厳な英知のかな
たのもの>という表
現が、あらゆる表現
のうちで、ただ一つ
真実であるだろう

4�しかしこれも、かのも
のの名称ではなくて、<
かのものはすべてのう
ちのどれかではなく、名
称もかのものにはない。
かのものには何も述語
されえないのだから>と
いうことをあらわすだけ
である

6�ただしかし、
われわれは、か
のものについ
て、われわれ同
士の間で、可能
な限り標示しよ
うと試みている
わけなのだ

8�しかしわれわれ
が、「それでは、か
のものは自分を知
覚せず、自分を意
識することもなく、
自分を知りもしない
のか」と困惑するの
であれば、次の点を
考慮しなければなら
ない

9�すなわち、そうい
うことを言う事に酔
って，我々は自己を
逆転させて（われわ
れのもつ、限定され
本性を以てかのも
のを認識できると思
って）いるのである

10�なぜなら、かのものを
認識の対称および認識とみ
なすことによって、われわれ
はかのものを多なるものと
みなし、また直知することを
（かのものに）許すことによ
って、直知を必要とするも
のにしてしまうわけだから

12�また、たとえ
直知する働きが
かのもののもと
にあるとしても、
直知することは
かのものには余
計なものであろ
う

13�というのは、
一般に<直知す
る>ということ
は、多くのもの
が集まって一つ
になっている時
に、その全体を
一緒に知覚する
ことであるよう
だ

14�何かが
自分で自分
を直知する
ばあいには

ーーこれこ
そ本来の意
味で<直知
する>という
ことである
がーー

そうであ
る

15�このばあい、それぞ
れは、それ自体で或る
何かであって、他のも
のを求めないのだが、
他方、直知が外部のも
のを対象とするばあい
には、その直知は欠落
のあるもので、本来の
意味での直知ではない

18�しかし
全く単純で
真に自足的
なものは、
何も必要と
しない

18�第二次的に
自足的なもの
（英知）は自己
を必要とするの
だが，このような
ものが、自己直
知を必要とする
わけである

19�そして、
自己に関し
て不足して
いるものは、
<全体>によ
って自足性
に達する

20�つまり、自分
があらゆるもの
から成り立つ十
分なものとなっ
て、かくして自
己とともにあり、
自己に傾斜する
ことによってで
ある

22�というのは、
シュナイステー
シス（自己意識
（複数知覚））に
しても、ある多
様なものの知覚
なのであるし、
この名称もその
ことを証言して
いるのだから

23�そして
直知は、（魂
の自己意識
より）さらに
前のもので
あり、彼の
内部へ向か
うのである

24�つま
り英知
は多様
なのだ

25�というのも、
もし英知がただ
単に「私はオン
（有るもの）であ
る」とだけ言うと
しても、発見し
たものとして、し
かも適切に言っ
ているのである

26�なぜ
なら、有
るものは
多様な
のだか
ら

26�というのは、仮にも
し英知があたかも単純
なものであるかのように
眺めて、「私は有るもの
である」と言うとすれ
ば、英知は自己をも有
るものをもとらえそこな
っているのである

27�なぜなら、英知
は、真実を語るばあ
いには、たとえば<
石>と言うばあいの
ように<有るもの>と
言うのではなくて、
一つのことばで多く
のものを言い著して
いるのである

29�なぜな
ら、この<有
る>というこ
とは

ーー真実の意味で有る
と言われ、単に有るもの
の印影をもつだけのも
でないものは、［後者は
それのゆえに有るもの
だとも言われえないだ
ろう。それは、原型に対
する写しのようなもので
あるから］ーー

多くのもの
を含むのだ
から

32�しかしそ
うだとする
と、それらの
それぞれが
直知される
のではない
だろうか

33�いや、それ
それを孤立した
単独なものとし
て君がとらえよ
うと欲するなら
ば、君は直知し
えないだろう

33�むしろ、
<有る>それ
自体がそれ
自体におい
て多様なの
だ

33�また、何
か他のもの
を君が挙げ
るとしても、
それも<有
る>を含ん
でいるだろ
う

35�とすると、も
し何かがあらゆ
るもののうちで
最も単純なもの
であるとすれ
ば、このものは
自己直知をもた
ないだろう

36�なぜな
ら、もつとす
るならば、
多様である
ことによって
それをもつ
だろうから

36�したがっ
て、このもの
自身も直知
することは
ないし、また
このものを
対象とする
直知もない
わけだ

14
では、われ
われはかの
ものについ
て、どのよう
に語るべき
か

2�われわれはか
のものについて
何かを語るが、
かのものを語る
のではないし、
かのものの認識
も直知も持たな
いのだ

4�しかし、われ
われがかのもの
を持っているの
でなければ、か
のものについて
語ることがどう
してできようか

5�いや、わ
れわれが認
識によって
持たないか
らといって、
全然持たな
いことになる
だろうか

6�否、かのもの
について語るこ
とはできるが、
かのものそのも
のを語ることは
できないという
低度には、われ
われは持ってい
るのだ

7�というのも、か
のものが何でな
いかをわれわれ
は言うのであっ
て、何であるか
は言わないので
ある

8�したがっ
て、われわ
れは、後の
ものを用い
て、かのも
のについて
語るわけだ

9�しかし、わ
れわれが言
い表せなく
ても、持つこ
とをわれわ
れは妨げら
れてはいな
いのだ

10�否、ちょうど神がかりに
まい、とりつかれた人たち
が、何であるかは分らない
が、自分の内にもっと偉大
なものを持っているという低
度のことは知っており、自分
が動かされるその動きと自
分が発することばとに基づ
いて、動かしたものを或る
ふうに感知する

ーーそれら
と動かした
ものとは異
なるのだが
ーー

ように、われ
われもかの
ものに対し
てそれと同
様な関係に
立っている
ように思わ
れる

14�われわ
れが純粋な
英知をもつ
ばあいにで
あるが

15�われわ
れはこのよ
うに感得す
るのだ

これは内な
る英知で、
実有その他
この系統に
属するもの
を与えるも
のである

他方かのもの自身は、
それがどのようなもの
であろうとも、とにかくこ
れらであなくて、われわ
れが<有るもの>と呼ぶ
ものよりも優れた何か
であるばかりか、ことば
で言い表されるいかな
るものよりも強大で偉
大である

なぜなら、かのもの
自身はことばと条理
と英知と知覚を超
えたものであり、こ
れらを提供はする
が、それ自身はこれ
らでないのだから、
と
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しかし、どの
ようにして
提供するの
か

持っている
こによって
か、それとも
持っていな
いことによっ
てか

2�しかし、
持っていな
いものをど
のようにして
提供したの
か

3�一方、持って
いるならば、か
のものは単純で
はないだおうr、
他方持っていな
いならば、どの
ようにして、か
のものから多が
生じたのか

4�というの
は、かのも
のから一つ
の単純なも
のが生じる
ことは、ある
いは認める
人もあるだ
ろうが

ーーとはいえ、これすら
絶対的な一者からどう
して生じうるのか問題と
されうるであろう。しか
しそれでも、一つの光
からそれのまわりに輝き
が生じるように、だと答
えることはできおうがー
ー

多がどう
して生じ
えようか

6�いや、か
のものから
生じるもの
は、かのも
のと同じも
のであるは
ずはないの
だ

6�そこで、
同じでない
とすると、よ
り優れても
いないわけ
だ

7�なぜな
ら、いったい
何が一者よ
りも優れて
いるだろう
か

7�あるい
は、そもそも
一者のかな
たにあるだ
ろうか

8�した
がって、
劣ってい
るのだ

8�つま
り、欠け
ている
のだ

10�で
は、一者
より欠け
ているも
のとは
何か

11�一でな
いものだ。し
たがって多
だ。しかし、
それでも、こ
のものは一
を求めてい
るのだ

11�した
がって<
一なる
多>だ

12�なぜなら、
すべて一でない
ものは一によっ
て保全され、こ
れのおかげで、
それがそれであ
るところのもの
であるのだから

13�なぜなら、
それは、多から
成り立ってはい
ても、一つのも
のでない限りは

ーー人
がそれ
を何と
呼ぼうと
もーー

まだそ
のもの
ではな
いのだ
から

14�また、多を構成する
それぞれが何であるか
を人が言うことができる
とすれば、それぞれが
一であるからこそ彼は
それを言えるのであり、
またまさにこのことによ
て、それぞれがあるの
だ

16�他方、自己の内に多を
持たないものは、もはや一
二あずかることによって一
であるのではなく、それ自
身が一であり、他者に述語
された一でなくて、それの
力で他のすべてのものもま
た、何らかの仕方で、一つ
のものとなる

ーー或るも
のはそれの
近くに、他の
ものは遠く
にあることに
よってーー

その原因者
であるという
意味で

19�というのは、かのも
のの次のもの（英知）に
しても、自己がかのも
のの次のものであると
いうそのことを、それの
多があらゆる点で一つ
のものであるという事実
によって明示しているの
だから

20�というのは、
このもの（英知）
は多ではあるけ
れども、同じ所
にあって、君は
それらを区別す
ることができな
いだろうから

21�なぜな
ら、すべて
のものが一
緒にあるの
だから

22�というのは、
それから生じた
ものですら、生
命にあずかる限
りは、それぞれ
が<一なる多>
であるのだから

23�なぜなら、
それぞれのもの
は、自己を<一
なるすべて>と
して示すことは
できないのだか
ら

24�だが英知
は、始原の次に
位置しているの
で、自己自身を
ば<一なるすべ
て>として示す
であろう

24�なぜな
ら，始原は、
真実に一で
あり、本当に
一なのだか
ら

25�しかし始原
の次のものは、
一者がいわばそ
ういうふうに重く
のしかかってい
るので、<一者
を分有するすべ
て>である

25�そして、
それのどの
部分も、や
はり<すべて
で、しかも
一つ>であ
る

26�では、そ
れはどのよ
うな<すべて
>なのか

26�かのも
のがそれら
の始原であ
るような、す
べてのもの
だ

27�しかし、
どのようにし
て、かのも
のはすべて
のものの始
原なのか

27�それは、か
のものが、それ
らのそれぞれを
一つのものであ
らしめることによ
って、それらを
保全しているか
らであろうか

28�いや、そ
れらをかつ
て成立せし
めたからで
もあろう

29�いった
い、どのよう
にしてか

30�あらかじ
め、それらを
かのものが
持つことに
よってであ
る

31�しかし、
すでに言わ
れたように、
そうだとする
なら、かのも
のは多であ
ることになる
だろう

32�いや、か
のものはそ
れらを未分
の状態で持
っていたの
だ

32�そしてこ
れが、第二
のものの内
で、条理と
して分かれ
たのだ

33�なぜな
ら、（英知の
内では）す
でに現実の
活動である
から

33�他方か
のものは、
あらゆるも
のの力なの
だ

34�しかし、そ
のばあいの力と
は、どのような
様式のものなの
か

34�というのも、
無論それは、素
材が（形相を）
受けるゆえに、
力をそなえてい
ると言われるよ
うな意味のもの
ではないだろう
から

34�なぜなら、
素材はこうむる
にすぎないが、
このもの（一者）
は反対に、作り
出すことによっ
て力であるのだ
から

一者と素
材の性質
は良く似て
いて、方向
が逆と考え
るとよいの
かもしれな
い

36�では、か
のものは持
っていない
ものをどうや
って作り出
すのか

36�というのも、
偶然に作り出す
のではないだろ
うし、また自分
が何を作り出す
かを考慮したう
えでもなくて、
なおかつ作り出
すのだろうから

38�すでに言わ
れたように、何
かが一者から生
じるならば、この
ものはかのもの
とはちがうもの
でなければなら
ない

39�そし
て、ちが
うなら
ば、一で
はない

39�かの
ものがこ
れ（一）
であった
のだか
ら

39�だが、
一でなくて、
二であるな
らば、すでに
多であるこ
とが必然で
ある

40�なぜなら、
すでに（その二
つは）異なって
おり、同じでもあ
り、どのようなか
のものであり、
その他いろいろ
のものであるだ
ろうから

42�さて以
上で、かの
ものから生
じるものは
一でないと
いうことが証
明されたで
あろう

42�しかし、そ
れが多であるこ
と、しかもかの
ものの次のもの
において観られ
るような多であ
ることは、なお
論及されるに値
する

44�さらに、
かのものの
次のものの
必然性もま
た、問われ
ねばならな
い
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さて、第一の者
の次の者が何
か存在しなけれ
ばならないこと
は、すでに他の
個所で述べられ
たし、また一般
的に次のことも
述べられた

2�すなわち、か
のものが力であ
り、途方もない
力であること、
そしてこのこと
は、他のすべて
のものから確か
められるというこ
とが

3�というの
は、産む力
をもたない
ものは、最
後のものた
ちのうちにす
ら、何一つ
ないのだか
ら

5�しかし今言われねばなら
ないことは、次の点、すなわ
ち産み出されるものは上方
ではなく下方へ進む、つま
り多の内へさらに進入する
わけだから、それぞれのも
のの始原は、そのそれぞれ
のものよりも、さらに単一的
であるということである

9�それゆえ、感
覚される世界を
作った者は、そ
れ自身も感覚さ
れる世界である
のではなくて、
英知であり、直
知される世界で
あるだろう

10�それゆえまた、
これ（英知）の前の
もので、これを産ん
だ者は、英知でも直
知される世界でも
なくて、英知よりも
単一的で、直知さ
れる世界よりも単一
的なものである

11�なぜなら、
多様から多様が
生まれるのでは
なくて、この多
様なものは、多
様でないものか
ら生まれたので
ある

13�なぜなら、
もしかのもの自
身も多様であれ
ば、それは始原
ではなく、それ
の前の別のもの
が始原であるだ
ろうから

14�だから、か
のものは、あら
ゆる多とーーも
し真に単一であ
ろうとすればー
ー普通の単一さ
を脱して、真の
一へと凝縮しな
ければならない

15�しかし、か
のものから生じ
たもの（英知）は
多様で一切の
条理であり、他
方かのものはむ
ろん条理ではな
かったわけだ
が、これはどうし
てか

17�かのものが
それ（条理）で
なかったなら
ば、非条理から
条理が生まれ
たのは、どうし
てか

18�しかもま
た、善から
善に類する
もの（英知）
が生まれた
のは、どうし
てか

19�というの
も、後者は
自己のもの
として何を
持っている
から、善に
類するもの
と呼ばれる
のか

20�それは、
<同じもの
で、同じ様
子である>と
いうことを持
っているから
であろうか

21�しかし、
そのことが
善に対して
何の関係が
あるか

21�というの
は、<同じ様
子>をわれ
われが求め
るのは、善
いものの（不
変であるこ
と）としてだ
から

22�否、わ
れわれは
（不変性より
も）さらに先
に次のもの
を求めてい
るのだ

23�善であ
るがゆえ
に、もはやそ
れから外へ
出るべきで
ないはずの
ものを

23�だが、も
しそれが善
でないなら
ば、それか
ら離れ去る
ほうがまし
であろう

24�では、同じ
様子で生き、こ
のこと（同じ状
態で生きること）
において自発的
にとどまること
が（善に類する
ゆえんであろう
か）

25�もし（そのよ
うに）生きること
が、その者（英
知）に好ましい
んであれば、む
ろん彼は何も求
めないだろう

26�それゆえ、<
同じ様子>と
は、現在の状態
が十分なもので
あるということを
意味するように
見える

27�しかし、あらゆるも
のがすでに彼のもとに
現にそなわっており、し
かもまた、そのあらゆる
ものが彼と別のもので
はないという仕方でそ
なわっているのだから、
生きることは彼には好ま
しいことである

28�そして、もしこの者
に、あらゆる生命と、明
瞭で完全な生命がそな
わっているのならば、こ
の者の内には、あらゆる
魂とあらゆる英知があ
るはずであり、生命と英
知のいかなる部分も彼
から離れさってはいない
のである

31�した
がって、
彼は自
分だけ
で充足
してい
て、何も
求めな
い

31�だが、何も
求めないのなら
ば、彼は自己の
内に、もし欠け
ていたならば求
めたであろうは
ずのものを、現
に持っているわ
けである

33�したがっ
て、彼は自
分の内に善
を持ってい
るのだ

欠けるとこ
ろがないか
ら、善であ
るか？

34�そしてこれ
は、生命と英知
とわれわれが呼
んだようなもの
であるか、また
はこれらに付随
する他の何かで
あるだろう

35�いやしかし、
もしこれが善そ
のものであれ
ば、これらのか
なたには何もな
いはずであろう

35�他方、もしかのもの
が存在するならば、この
者（英知）の生命はかの
ものへと向けられ、かの
ものへ結び付けられて
いて、かのものから存
在を得て、かのものにし
たがって生きている生
である

37�なぜな
ら、かのもの
が彼の始原
であるから

39�したがっ
て、かのも
のは生命よ
りも、また英
知よりも優
れたもので
あるにちが
いない

39�なぜな
ら、そうであ
って初めて
この者は自
己の内の生
命も

ーーこの生
命はかのも
のの内にあ
るものの一
種の模造品
である［それ
によってこ
の者は生き
ている］ーー

かのものへ
向けるだろ
うし、また自
己の内の英
知も

ーーかのも
のの内にあ
るものの一
種の模造品
だがーー

かのものへ
向けるだろ
うから。それ
が何であろ
うと
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だが、いったい何
が、最も思慮ある、
つまずくことのな
い、誤ることのない
生命よりも、一切の
ものを持つ英知より
も，全生命よりも、全
英知よりも、優れて
いるのだろうか

もしわれわれ
が、「これらを作
り出したものが」
と答えるのであ
れば、ではどの
ような仕方で作
り出したのか

4�また、もしこ
れ以上優れたも
のが何か現れ
るはずはないの
であれば、もは
や推論は他のも
のを追い求めな
いで、このもの
（英知）の所でと
どまるだろう

6�いやしかし、
他の多くの理由
からしても、ま
た特に次の理
由からして、わ
れわれはさらに
上昇しなければ
ならないのだ

7�すなわち、このも
のの自足性は、そ
れがそれらから成り
立つところのすべて
に依存しており、そ
してむろんそれらの
各々は欠乏したもの
であるという理由で

8�またその各々
は、一そのもの
にあずかり、そ
れを分有してい
るだけであっ
て、それ自身が
一であるのでは
ないという理由
で

10�では、そ
のそれぞれ
が分有して
いるものと
は何なのか

10�これが、
それぞれを
あらしめ、ま
たそれらす
べてを一緒
にあらしめ
てもいるわ
けだが

13�無論、かの
ものがそれぞれ
をあらしめ、そ
れの多とそれ自
身とが一の棆在
によって自足的
なものとなるの
であれば、明ら
かにかのもの
が、

ーーかのも
の自身は実
有でなくて、
これのかな
たに、そして
自足性のか
なたにあり
ながらーー

14�実有と
自足性を作
り出すので
ある

15�さて、以
上のことを
述べれば、
もう十分で、
われわれは
おさらばす
べきだろう
か

15�いや、魂
はまだ陣痛
を感じてい
る。しかも前
以上に

16�では、魂
は多分今は
もう産まね
ばならない
のだ

16�魂はす
でにかのも
ののもとへ
まっしぐらに
進んで、陣
痛に満ちて
いるのだか
ら

18�いやし
かし、もう一
度まじない
を唱えねば
ならない

18�ひょっと
して、どこか
らか陣痛の
ためのまじ
ないを何か
われわれが
見つけるこ
とができる
のであれば

19�あるい
は多分、す
でに述べら
れたことの
どれかで
も、何度も
唱えられる
ならば、用
を足すだろ
う

21�しかし、
いったいど
のような、い
わば新しい
まじないが
もう一つ（あ
りうるだろう
か）

21�というのは、
魂はすべての真
実なるものを展
望し、われわれ
が単に分有して
いるだけの真実
をも展望してい
るのだが、

それにもかかわ
らず、もし人が
思考したり発言
したりしようとす
れば、魂はそれ
らの真実から逃
れ去るのだから

23�なぜなら、
理性は、何かを
言うためには、
これを、そして
あれをと取り上
げて行かねば
ならないからで
ある

24�というの
は、そのよう
にして初め
て逐次的思
考が成り立
つのだから

25�しかる
に、全く単
純なものに
対しては、ど
のような逐
次的思考が
ありえようか

25�否、英
知的に触れ
ることだけ
でも、十分
なのだ

26�そして
触れた人
は、触れて
いる時に
は、かのも
のについて
何も言うこと
はできない
し、その暇も
ない

28�ただ後
になって、そ
れについて
考えてみる
ことはできる
が

29�そして
人は、魂が
忽焉として
光をとらえ
た時に、そ
の時に自分
は見たのだ
と信じなけ
ればならな
い

29�これこそ
かの者から
来たのだ
し、かの者
自身なので
ある

30�そして、ちょうど他
の或る神が、だれかが
勧請した時に、家へ入
って照らすばあいのよう
に、かの者が照らした
時に、その時こそかの
神は現前しているの
だ、と人は信じなけれ
ばならない

かの者とか
の神を同
一視してよ
いのか？

32�さもなけ
れば、神は
そもそも来
もしなかっ
たので、照
らされなか
ったわけだ

33�同様に
魂も、光に
照らされて
いない時に
は、かの神
を欠いてい
るのである

34�しかし、
照らされた
時には、魂
は自分が求
めていたも
のを持って
いるのだ

34�そして、
これこそが
魂にとって
真実のテロ
ス（目的）で
ある

35�すなわち、
あの光に触れる
こと、そしてそ
れでそれを観る
ことが、他者の
光でではなく、
魂がそれで見る
ところのまさに
その光を

36�なぜなら、
魂がそれで照ら
されているその
もの、これこそ
が観られねばな
らぬものなのだ
から

37�なぜな
ら、太陽にし
ても、他の
ものの光で
（見られる
の）ではない
のだから

では、どうす
ればそのこ
とが成就す
るのだろう
か

一切を取り
去れ

神に対する信
仰にこの部分
が利用される
のではない
か、あるいは利
用されたので
はないかと思
われる


